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国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

者
で
、
経
済
的
理
由
な
ど
で
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
は
、
免
除
か
納
付
猶
予
を

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
承
認
期

間
は
７
月
〜
翌
年
６
月
の
１
年

間
で
、毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

継
続
を
希
望
し
て
全
額
免
除
か

納
付
猶
予
を
承
認
さ
れ
た
方

は
、
次
年
度
以
降
は
原
則
と
し

て
申
請
不
要
で
す
。

▼
対
象　

第
１
号
被
保
険
者
で

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

① 

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主（
納

付
猶
予
は
本
人
・
配
偶
者
）

そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
定

め
ら
れ
た
基
準
以
内

② 

失
業
・
倒
産
・
廃
業
が
確
認

で
き
る

③ 

障
害
者
か
寡
婦
で
前
年
所
得

　

土
・
日
曜
日
の
利
用
が
で
き
、

昼
食
か
夕
食
を
選
択
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
利
用
希
望

　

東
日
本
大
震
災
以
降
の
電
力

供
給
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、

季
節
ご
と
に
電
力
需
給
状
況
に

応
じ
て
「
綾
瀬
市
節
電
対
応
方

針
」
を
改
定
し
て
い
ま
す
。
昨

夏
は
緊
急
避
難
的
な
対
策
に
、

そ
の
後
は
慢
性
的
な
電
力
不
足

に
備
え
継
続
的
な
節
電
対
策

に
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

川
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を

育
て
て
河
川
愛
護
月
間
（
７
月

１
日
〜
31
日
）に
ち
な
み
、市
内

の
小
学
５
年
生
を
対
象
に
標
語

コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
な
ど
の
入
選
作
品
は

次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

　

▼
最
優
秀
賞　
「
川
は
、
言

葉
を
し
ゃ
べ
れ
な
い
。
だ
か
ら

が
１
２
５
万
円
以
下

④
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶

助
以
外
の
扶
助
を
受
給

⑤
特
別
障
害
給
付
金
を
受
給

（
全
額
免
除
対
象
。
毎
年
要

申
請
）

▼
必
要
な
も
の

① 

年
金
手
帳
、
納
付
書
な
ど
基

礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の

② 

印
鑑
（
本
人
署
名
の
場
合
は

不
要
）

③ 
市
で
前
年
所
得
の
状
況
が
確

認
で
き
な
い
方
は
、
前
年
所

得
の
分
か
る
も
の

④ 

23
年
３
月
31
日
以
降
の
失
業

を
理
由
と
す
る
方
は
、
雇
用

保
険
被
保
険
者
離
職
票
か
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証

▼
申　

保
険
年
金
課
へ
直
接

▼
結
果　

厚
木
年
金
事
務
所
か

ら
承
認
通
知
書
送
付
（
一
部
免

除
の
方
に
は
区
分
に
応
じ
た
納

付
書
が
送
付
）

▼
問　

同
課
☎
70
・
５
６
１
８

か
同
事
務
所
☎
０
４
６
・
２
２

３
・
７
１
７
１
。

者
は
、
高
齢
介
護
課
（
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

65
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
か
、
65
歳
以
上
の
み
の
世

帯
で
、
食
事
の
支
度
が
困
難
な

方
▼
費　

一
般
食
２
０
０
円
、

病
気
療
養
食
３
０
０
円
▼
申　

同
課
☎
70
・
５
６
３
３

　

広
報
５
月
１
日
号
で
掲
載
し

た
同
制
度
の
申
請
期
間
は
毎
年

１
月
４
日
〜
31
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
必
要
な
方
は
事
前

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
12
月

頃
に
申
請
書
、雇
用
証
明
書（
市

指
定
の
様
式
）、
必
要
書
類
リ

ス
ト
を
添
え
て
郵
送
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
金
融
機
関
な
ど
詳

し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
く
だ
さ
い
。
問
商
工
振
興

課
☎
70
・
５
６
６
１
。

勤
労
者
住
宅
資
金
利

勤
労
者
住
宅
資
金
利

子
補
給
制
度
を
申
請

子
補
給
制
度
を
申
請

す
る
方
へ

す
る
方
へ

　

24
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
額
決
定
通
知
書
と
保
険
料

納
入
通
知
書
を
７
月
中
旬
に
対

象
者
へ
送
付
し
ま
す
。
保
険
料

額
は
、
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
が
決
定
し
ま
す
。
保
険

料
率
は
２
年
間
の
医
療
に
要
す

る
経
費
な
ど
を
推
計
し
て
２
年

ご
と
に
見
直
し
ま
す
。
保
険
料

は
、
被
保
険
者
全
員
が
均
等
に

負
担
す
る「
均
等
割
額
」と
、
被

保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て
負
担

す
る
「
所
得
割
額
」
の
合
計
額

と
な
り
ま
す
。
計
算
は
被
保
険

者
一
人
一
人
個
人
単
位
で
行
い

ま
す
。

　

県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
24
・
25
年
度
の
均
等
割
額
は

22
・
23
年
度
の
３
万
９
２
６
０

円
か
ら
４
万
１
０
９
９
円
に
、

所
得
割
率
は
７
・
42
％
か
ら
８
・

01
％
に
、
限
度
額
は
50
万
円
か

ら
55
万
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た

（
別
表
）。

　

納
付
方
法
は
年
金
か
ら
引
か

れ
て
い
る
特
別
徴
収
で
す
が
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

は
普
通
徴
収
（
納
入
通
知
書
か

口
座
振
替
）
に
な
り
ま
す
。

①  

年
金
給
付
額
が
年
額
18
万
円

未
満
の
方

② 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と

介
護
保
険
料
の
合
計
額
が
年

金
給
付
額
の
２
分
の
１
を
超

え
る
方

③ 

年
度
途
中
で
後
期
高
齢
者
医

療
の
資
格
を
取
得
し
た
方

（
75
歳
に
な
っ
た
方
、
転
入

さ
れ
た
方
な
ど
）

④ 
特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
に

国
民
年
金
保
険
料
免

国
民
年
金
保
険
料
免

除
・
納
付
猶
予
制
度

除
・
納
付
猶
予
制
度

を
ご
存
じ
で
す
か

を
ご
存
じ
で
す
か

高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス

高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
し
や
す
く
な
り

が
利
用
し
や
す
く
な
り

ま
し
た

ま
し
た

今
夏
も
節
電
に
協
力
を

今
夏
も
節
電
に
協
力
を

河
川
愛
護
標
語
コ
ン

河
川
愛
護
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
、
最
優
秀
賞

ク
ー
ル
、
最
優
秀
賞

な
ど
な
ど
2020
点
選
定

点
選
定

後
期
高
齢
者
医
療
保

後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
決
定
通
知

険
料
の
決
定
通
知

書
・
納
入
通
知
書
を

書
・
納
入
通
知
書
を

送
付
し
ま
す

送
付
し
ま
す

８
月
１
日
か
ら
後
期
高

８
月
１
日
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証

齢
者
医
療
被
保
険
者
証

が
新
し
く
な
り
ま
す

が
新
し
く
な
り
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
（
水
色
）
の
有
効
期
限
が
７

月
31
日
で
満
了
と
な
り
、
８
月

１
日
以
降
は
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
（
だ

い
だ
い
色
）
は
７
月
中
に
簡
易

書
留
で
郵
送
し
ま
す
。
有
効
期

間
は
８
月
１
日
〜
26
年
７
月
31

日
で
す
。
届
か
な
か
っ
た
り
、

紛
失
な
ど
し
た
場
合
は
、
保
険

年
金
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
現
在
使
用
し
て
い
る
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
（
減
額
認
定
証
）
も
新

し
く
な
り
ま
す
。
減
額
認
定
証

（
黄
色
）
を
お
持
ち
の
方
で
８

月
１
日
以
降
も
対
象
と
な
る
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
は
新

し
い
減
額
認
定
証
（
若
草
色
）

を
７
月
中
に
郵
送
し
ま
す
。

　

問
同
課
☎
70
・
５
６
１
７
。

期 間
項 目

Ｈ24・25
(Ａ)

Ｈ22・23
(Ｂ) (Ａ)－(Ｂ)

均等割額（年額） 41099円 39260円 1839円

所得割率 8.01％ 7.42％ 0.59％

限度額（年額） 55万円 50万円 ５万円

変
更
さ

れ
た
方

　

特
別
徴

収
対
象
の

方
は
申
し

出
に
よ
り
、

口
座
振
替

に
変
更
で

き
ま
す
。

　

問
保
険

年
金
課
☎

70
・
５
６

１
７
。

公
共
施
設
を
マ
イ
ナ
ス
15
％
と

し
て
電
力
使
用
量
抑
制
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

熱
中
症
な
ど
健
康
に
留
意
し

な
が
ら
、
今
年
も
引
き
続
き
節

電
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆ 

家
庭
で
で
き
る
節
電

あ
れ
こ
れ

　

家
庭
の
電
力
消
費
は
、
エ
ア

コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
照
明
器
具
、

テ
レ
ビ
が
約
７
割
を
占
め
る
と

　

今
夏
の
東
京
電
力

管
内
の
電
力
需
給

は
、
節
電
の
意
識
が

定
着
し
た
こ
と
に
よ

る
効
果
を
織
り
込
ん

だ
見
通
し
で
、
若
干

の
改
善（
予
備
率
４
・

５
％
程
度
）
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
が
、

依
然
と
し
て
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
で
す
。

　

市
で
は
、
７
月
〜

９
月
の
間
、「
綾
瀬

市
節
電
対
応
方
針
」

を
改
定
し
、
市
庁
舎

の
節
電
目
標
を
平
成

22
年
度
比
で
マ
イ
ナ

ス
20
％
、
そ
の
他
の

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

温
水
洗
浄
便
座
や
ポ
ッ
ト
な

ど
の
保
温
機
能
は
知
ら
な
い
う

ち
に
電
力
を
消
費
す
る
の
で
使

用
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
他
に
も

待
機
時
消
費
電
力
が
約
６
％
を

占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

使
用
し
な
い
電
化
製
品
は
コ
ン

セ
ン
ト
を
抜
く
な
ど
、
電
力
消

費
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　

環
境
政
策
課
☎
70
・
５
６

２
０
。

聞
こ
う
よ
。
川
の
声
。」
濱
田

佑
人
（
綾
北
小
）

　

▼
優
秀
賞
▽
「
ま
た
来
る
よ

　

か
わ
せ
み
遊
ぶ　

す
ん
だ

川
」
和
田
彩
花
（
綾
瀬
小
）
▽

「
キ
ラ
キ
ラ
の
川
の
命
よ　

未

来
へ
と
」
桧
原
采
夏
（
綾
瀬
小
）

▽
「
よ
び
も
ど
そ　

き
れ
い
な

川
で　

カ
ワ
セ
ミ
を
」
土
屋
灯

（
綾
西
小
）

　

▼
佳
作
▽
伊
東
す
み
れ
・
上

杉
優
奈
（
綾
瀬
小
）
▽
對
馬
豪

希
（
綾
北
小
）
▽
野
島
拓
樹
・

伊
藤
翼
・
濃
野
友
香
・
渡
邉
大

樹
・
森
田
航
史
（
綾
西
小
）
▽

出
川
舞
雪
（
早
園
小
）
▽
狩
野

圭
洸
（
綾
南
小
）
▽
塩
川
響
稀

（
天
台
小
）
▽
平
野
舜
也
（
北

の
台
小
）
▽
小
泉
翼
（
落
合
小
）

▽
星
優
来
（
土
棚
小
）
▽
高
階

将
斗
・
清
國
眞
太
郎
（
寺
尾
小
）

　

入
選
作
品
は
、
７
月
５
日
〜

20
日
、
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー

ル
・
中
央
公
民
館
・
地
区
セ
ン

タ
ー
・
図
書
館
・
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・

比
留
川
沿
い
掲
示
板
・
目
久
尻

川
沿
い
掲
示
板
に
展
示
し
ま
す
。

　

問
下
水
道
課
☎
70
・
５
６
８

３
。

今からできる家庭の節電

電
化
製
品
の
上
手
な
使
い
方

エアコン 冷房は28℃以上、暖房は20℃以下が目安
照明 不要な照明は点灯しない

テレビ 家族一緒に視聴して、つけっぱなしにしない
画面は明るすぎず、音量は必要以上に大きくしない

冷蔵庫
設置は壁から適切な距離で温度設定は中にする
開閉時間は短めに、詰め込みすぎないように
熱いものは冷ましてから入れる

洗濯機
衣類乾燥機 まとめ洗いで回数を減らし、晴れた日は天日干しに

電気ポット
電気炊飯器 保温機能は利用しない

温水洗浄便座 夏は便座の保温をオフに、温水の温度は低めに

掃除機 掃除の前に部屋を片付けて、効率的に利用する
簡単な掃除は、ほうきなどで

パソコン 使用時は省エネ設定に、使用しない時は電源オフに
待機電力 電化製品は使い終わったらプラグを抜く

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
考
え
る

ピークカット 電力の需給状況、ピーク時間の情報をチェックして
ピーク時は使用電力が大きい電化製品は使用しない

早寝早起き 明るいうちに活動し、暗くなったら早めに就寝
服装 季節に合った服装で、クールビズ・ウォームビズの徹底
一家団らん 家族はなるべく一部屋で、一家団らん

買い替える
エアコンや冷蔵庫、テレビを買い換えるときは、省エ
ネラベルを確認して
白熱電球は電球型蛍光灯やＬＥＤ電球に

遮熱・断熱
など

窓に空気層のある断熱シートを貼り、窓の外には、よ
しずやすだれを設置する

新エネルギー 太陽光発電設備や太陽熱利用設備を利用する


